































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の“Japan day by day ”
を
見
る
と
、
当
日
の
模
様
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る３
。
ま
ず
、
講
演
に
つ
い
て
。
昨
日
私
は
大
隈
氏
の
学
校
の
開
校
式
で
講
演
す
る
べ
く
招
か
れ
た
。
私
の
演
題
は
進
化
論
即
ち
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
で
私
の
以
前
の
特
別
学
生
の
一
人
で
あ
る
石
川
氏
が
、
私
の
た
め
に
通
訳
し
た
。
　
講
演
終
了
後
、
モ
ー
ス
ら
は
大
隈
の
別
邸
に
招
か
れ
た
。
講
演
が
終
る
と
我
々
は
、
学
校
の
す
ぐ
裏
に
あ
る
、
大
隈
氏
の
別
荘
へ
招
待
さ
れ
た
。
こ
れ
は
美
し
い
部
屋
の
あ
る
家
で
、
二
十
年
前
純
日
本
風
に
建
て
ら
れ
た
。
部
屋
は
皆
大
き
く
美
し
く
、
床
間
も
そ
れ
に
相
当
し
た
深
さ
を
持
っ
て
い
た
。
私
は
、
大
き
な
部
屋
の
床
間
が
非
常
に
深
く
、
懸
物
、
花
瓶
、
そ
の
他
の
装
飾
品
も
、
そ
れ
に
つ
り
あ
っ
て
大
き
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
。
床
間
の
前
が
名
誉
の
席
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
が
あ
ろ
う
。
　
そ
し
て
、
琵
琶
の
演
奏
が
始
ま
っ
た
。
大
隈
氏
は
有
名
な
盲
人
の
琵
琶
弾
奏
家
を
雇
っ
て
い
た
（
図
略
）。
こ
の
音
楽
は
他
の
楽
器
に
依
る
物
と
全
然
異
り
、
あ
る
種
の
音
は
哀
調
に
充
ち
、
4
心
を
動
か
し
た
。
　
モ
ー
ス
は
琵
琶
演
奏
の
仕
方
を
観
察
し
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
弾
奏
し
た
後
、
緑
の
葉
を
何
枚
か
入
れ
た
コ
ッ
プ
が
持
ち
だ
さ
れ
た
。
琵
琶
奏
者
は
そ
の
葉
を
一
枚
と
っ
て
唇
に
押
し
当
て
、
吹
き
な
が
ら
指
の
圧
力
を
加
減
し
て
、
著
し
く
透
明
な
高
低
音
を
出
し
た
。
モ
ー
ス
も
や
っ
て
み
た
が
、
や
っ
と
キ
ー
ッ
と
い
う
音
が
出
た
だ
け
だ
っ
た
。
　
こ
の
余
興
が
終
わ
る
と
、
モ
ー
ス
ら
は
別
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
、
日
本
料
理
の
ご
馳
走
が
出
さ
れ
た
。
私
は
日
本
で
美
味
な
料
理
を
沢
山
味
っ
た
が
、
こ
の
時
出
た
お
吸
物
ほ
ど
結
構
な
も
の
は
、
そ
れ
迄
に
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
。
野
猪
の
切
身
を
入
れ
た
お
吸
物
は
、
殊
に
よ
か
っ
た
。
酢
に
つ
け
た
生
の
魚
肉
も
美
味
だ
っ
た
。
　
モ
ー
ス
は
も
う
一
つ
約
束
が
あ
る
と
し
て
、
六
時
半
、
急
い
で
大
隈
の
別
邸
を
退
去
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
日
は
モ
ー
ス
に
と
っ
て
大
満
足
の
一
日
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
隈
邸
に
は
琵
琶
の
音
が
な
が
れ
、
モ
ー
ス
は
配
膳
さ
れ
た
日
本
料
理
を
堪
能
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
五
日
後
の
一
月
一
六
日
、
モ
ー
ス
は
ビ
ゲ
ロ
ウ
と
と
も
に
、
今
度
は
「
大
学
に
近
い
大
隈
氏
の
都
会
邸
宅
」
へ
食
事
に
招
か
れ
た４
。
当
時
、
大
隈
の
本
邸
は
文
部
省
・
大
学
予
備
門
に
隣
接
し
た
雉
子
橋
（
竹
橋
の
近
く
）
に
あ
っ
た
（
早
稲
田
の
方
は
別
荘
）。
　
ビ
ゲ
ロ
ウ
と
は
モ
ー
ス
と
と
も
に
来
日
し
て
い
た
ボ
ス
ト
ン
の
医
者
で
、
モ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
彼
は
日
本
の
芸
術
品
を
熱
心
に
崇
拝
し
、
蒐
集
し
て
い
た
。
モ
ー
ス
と
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
三
人
で
、
前
年
七
月
、
日
本
の
古
美
術
を
観
察
・
蒐
集
す
る
た
め
、
京
都
な
ど
関
西
方
面
や
瀬
戸
内
地
方
に
出
か
け
て
い
た
。
出
発
に
先
立
っ
て
、
モ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た５
。
私
は
陶
器
の
蒐
集
に
多
数
の
標
本
を
増
加
し
よ
う
と
思
う
。
ド
ク
タ
ア
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
刀
剣
、
鍔
、
漆
器
の
い
ろ
い
ろ
な
形
式
の
物
を
手
に
入
れ
る
だ
ろ
う
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は
彼
の
顕
著
な
絵
画
の
蒐
集
を
増
大
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
我
々
は
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
に
、
世
界
の
ど
こ
よ
り
も
大
き
な
、
日
本
の
美
術
品
の
蒐
集
を
持
つ
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
モ
ー
ス
は
陶
器
の
蒐
集
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
5
　
一
月
一
六
日
に
大
隈
邸
を
訪
れ
た
際
の
様
子
を
、
モ
ー
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
家
は
外
国
風
で
非
常
に
美
し
く
、
ド
ク
タ
ア
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
そ
の
設
備
を
完
全
で
あ
る
と
評
し
た
。
食
堂
の
床
は
見
事
な
板
張
で
、
戸
や
窓
の
上
に
は
複
雑
な
木
彫
が
あ
っ
た
。
庭
園
は
純
日
本
風
で
あ
る
が
、
円
形
の
芝
生
だ
け
は
、
確
か
に
日
本
風
で
は
な
い
。
　
盆
に
の
せ
箸
を
そ
え
た
日
本
料
理
が
卓
上
に
並
べ
ら
れ
た
。
日
本
人
が
住
む
外
国
風
の
家
の
な
か
で
、
外
国
人
が
日
本
料
理
を
イ
ス
に
座
っ
て
食
す
る
情
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
目
の
前
に
は
〝
日
本
〞
の
庭
園
が
広
が
っ
て
い
る
。
　
こ
の
食
事
の
席
に
は
、
福
沢
諭
吉
・
小
野
梓
ら
も
同
席
し
て
い
た
。
こ
の
日
の
小
野
の
日
記
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る６
。
訪w
雉
橋
老z
米
人
猛
須
・
備
子
郎
・
福
沢
等
来
会
、
共
饗p
膳
。
談
話
渉w
数
時a
二
更
還p
家
。
　
談
話
は
数
時
間
に
及
び
、
小
野
が
帰
宅
し
た
の
は
夜
一
〇
時
頃
で
あ
っ
た
。
　
東
京
大
学
で
モ
ー
ス
の
教
え
を
う
け
た
石
川
千
代
松
（
後
に
東
京
大
学
の
動
物
学
教
授
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る７
。
　
あ
る
日
、
モ
ー
ス
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、「
お
前
は
よ
い
処
に
来
て
呉
れ
た
。
こ
れ
か
ら
大
隈
さ
ん
の
処
へ
陶
器
を
見
せ
て
貰
ひ
に
行
く
の
だ
か
ら
、
一
緒
に
行
つ
て
通
弁
を
し
て
呉
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
「
牛
ヶ
淵
」（
九
段
下
）
の
大
隈
宅
に
同
行
し
た
。
大
隈
は
モ
ー
ス
を
立
派
な
洋
室
に
通
し
て
、
陶
器
を
山
の
よ
う
に
積
ん
で
見
せ
た
。
石
川
が
通
訳
を
し
て
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
大
隈
は
何
を
思
っ
た
の
か
、「
左
様
に
珍
し
い
も
の
な
ら
ば
此
陶
器
を
皆
献
じ
ま
せ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
晩
、
モ
ー
ス
宅
に
は
車
に
山
の
よ
う
に
載
せ
た
瀬
戸
物
が
届
い
た
。
そ
の
後
、
東
京
専
門
学
校
の
授
業
開
始
式
の
際
の
宴
会
で
、
大
隈
は
石
川
に
対
し
、「
先
日
お
前
が
通
弁
と
し
て
宅
に
来
ら
れ
た
時
に
見
せ
た
陶
器
は
大
事
な
も
の
で
、
あ
れ
等
は
決
し
て
上
げ
度
く
は
な
か
つ
た
の
だ
が
、
話
し
て
居
る
内
に
ど
う
し
て
も
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
様
に
な
つ
た
」
と
語
っ
た
。
　
モ
ー
ス
が
石
川
を
伴
っ
て
大
隈
邸
に
出
か
け
陶
器
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
は
、
石
川
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
月
一
一
日
の
東
京
専
門
学
校
で
の
講
演
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
モ
ー
ス
の
陶
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
は
、
大
隈
か
ら
の
プ
レ
ゼ
6
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
月
に
モ
ー
ス
は
日
本
を
去
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
て
帰
国
し
た
。
　
モ
ー
ス
を
通
じ
た
日
本
へ
の
進
化
論
の
導
入
に
、
開
校
当
初
の
東
京
専
門
学
校
は
関
わ
り８
、
ま
た
、
大
隈
は
モ
ー
ス
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
モ
ー
ス
の
陶
器
蒐
集
に
貢
献
し
た
。
東
京
専
門
学
校
開
校
当
時
の
国
際
交
流
の
一
端
で
あ
る
。
な
お
、
小
野
梓
は
「
日
本
歴
史
」
の
原
稿
執
筆
に
際
し
て
、
モ
ー
ス
著
『
大
森
介
墟
古
物
編
』（
東
京
大
学
法
理
文
学
部
印
行
、
一
八
七
九
年
一
二
月
）
を
参
照
し
て
い
る９
。
註（
１
）　
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、
早
稲
田
大
学
、
一
九
七
八
年
、
四
六
六
頁
。
（
２
）　
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
小
野
梓
全
集
』
第
五
巻
、
早
稲
田
大
学
、
一
九
八
二
年
、
四
三
一
頁
。
（
３
）　
石
川
欣
一
訳
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
３
、
平
凡
社
〈
東
洋
文
庫
〉、
一
九
七
一
年
、
二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
。
（
４
）　
同
前
、
二
〇
二
頁
。
（
５
）　
同
前
、
六
八
頁
。
（
６
）　
前
掲
『
小
野
梓
全
集
』
第
五
巻
、
四
三
一
〜
四
三
二
頁
。
（
７
）　
「
老
科
学
者
の
手
記
」『
石
川
千
代
松
全
集
』
第
四
巻
、
興
文
社
、
一
九
三
六
年
（
た
だ
し
、
磯
野
直
秀
『
モ
ー
ス
そ
の
日
そ
の
日
』
有
隣
堂
、
一
八
八
七
年
、
に
よ
る
）。
（
８
）　
守
屋
毅
編
『
共
同
研
究　
モ
ー
ス
と
日
本
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
、
三
〇
八
頁
。
（
９
）　
前
掲
『
小
野
梓
全
集
』
第
四
巻
、
一
九
八
一
年
、
七
七
〇
頁
（「
解
題
」）。
